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研究成果の概要（和文）：本研究は特に知的障害児児童入所施設における被虐待児童生徒における支援方法につ
いて検討することを目的としている。初年度は特別支援学校在籍児童生徒125名を対象にABC-J及び強度行動障害
判定基準を実施したところABC-Jと強度行動障害判定基準の両者で入所児群の得点が統計的に有意に高いことが
示された。虐待傾向や虐待を主訴として面談した母子事例について、認知行動療法による心理的支援の有効性が
示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine the support method for abusing 
child students especially in child introduction facilities for children with intellectual 
disabilities. The ABC-J and the criteria for judging strong behavioral disorder were applied to 125 
students enrolled in special support schools, and the criteria for ABC-J and Strong Behavioral 
Disorder were statistically significant It was shown to be high. It was suggested that psychological
 support by cognitive behavioral therapy was effective on mother-child cases with abusive tendencies
 and abuses.

研究分野：発達障害
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１．研究開始当初の背景 
児童相談所において受理される児童虐待
相談は、平成 24 年速報値で年間 66,807 万件
あまりと増加傾向が続いている。児童虐待研
究は、主に虐待の実態と加害者要因に焦点を
当てられており、子ども側のリスクファクタ
ーについての研究は少ない。児相の虐待相談
数における障害を持つ子どもの比率は
15.4％という報告がなされ、幼年期の障害は、
児童虐待のリスク要因の一つと考えられる。
特に知的障害・発達障害児に対する虐待の実
態としては身体的虐待や性的虐待の多さが
報告されているが被虐待児の行動特性、支援
についての研究は少ない。また知的障害・発
達障害児の虐待については、受け入れ先とな
る知的障害児童入所施設などでも虐待によ
る措置ケースの増加や、虐待による二次障害
としての行動障害から処遇の困難性が指摘
されており、新規受け入れが困難となってい
る施設も多い。さらに里親制度においても虐
待を受けた発達障害の示す行動障害から養
育困難をきたすケースも多く、虐待を受けた
知的障害児・発達障害児の実態や、行動特性、
支援ニーズの特徴、有効な支援方法やシステ
ムなどは未だ明確になっておらず、予防と治
療、そして社会適応に至るケアシステムは未
確立であり社会的問題となっている。 
２．研究の目的 
本研究では虐待を受け施設入所に至った
知的障害または発達障害児の実態を調査し、
入所施設及び学校、地域等における有効な支
援方法について検討することを目的とした。 
３．研究の方法 
(1)知的障害児童生徒における虐待と行動障
害の関連：知的障害児童入所施設併設の知的
障害特別支援学校在籍児童生徒125名を対象
にABC-J及び強度行動障害判定基準を実施し、
施設入所の児童生徒、虐待経験の有無と行動
障害の関係について分析した。 
(2)知的障害児入所施設における被虐待児の
実態と支援に関する訪問調査：知的障害児童
入所施設３施設の実態と課題について聞き
取り調査を実施した。 
(3)知的障害及び自閉症のある被虐待児の治
療に関する事例研究：被虐待経験と行動障害
のある児童とその保護者を対象に、ペアレン
トトレーニング、認知行動療法、機能分析
（functional analysis Carr 1980）など
を組み合わせた心理療法を実施し、その効果
を検証した。 
４．研究成果 
特別支援学校在籍児童生徒125名を対象に
ABC-J 及び強度行動障害判定基準を実施した
ところABC-Jと強度行動障害判定基準の両者
で入所児群の得点が有意に高く、また虐待経
験と行動障害の得点の高さとの関連が示さ
れた。また知的障害児童入所施設に対する聞
き取り調査においては、知的障害児童入所施
設において、約半数の入所児童生徒が措置入
所であり、契約入所の場合は虐待が疑われる

事例から経済的理由、訓練的な入所まで多様
なニーズがあり、職員は広範な対応を求めら
れていることが示された。課題として行動障
害に関連する客観的なアセスメントの活用、
入所後の行動障害への対応と医療機関や学
校、その他の専門機関との連携、18 歳以上の
生徒の次の生活の場所が見つけられないと
いう実態も明らかになった。事例研究の結果、
グループペアレントトレーニングに一定の
効果を認めたが、個別支援を併用することの
有効性が示され、前提条件としてセーフティ
ネットの確認と形成、来談行動の強化、共感
的態度、虐待的行為の背景要因に対する聞き
取り、客観的なアセスメント、行動観察表な
ど自己記録と具体的なフィードバック、母子
並行介入の重要性が示唆された。 
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